
すきなものっていいですよね。私は本はもちろん、お昼寝やおやつも好

きだし、ライブに行くのも好きです。お買い物やお散歩、アイドルを見

ることも楽しいなぁ、と思います。今月紹介するのは『「好き」の因数

分解』。神戸出身の詩人、最果タヒさんの本です。４８の「好き」が紹

介されていて、読んでいると「好き」度が伝わってきて、こちらもわく

わく、好きになっちゃいそうなものばかり。キャラクターやアーティス

ト、場所や食べ物など、縦横無尽に語られています。４８個も好きなも

のが挙げられるってすごいと思いませんか？わかるわかる！と思うもの

もあれば、そうなんだー、と納得するものもあって、もしかしたら初め

て知ることもあるかもしれません。なかなか誰かの「好き」なものを一

気に知る機会は少ないと思うので、読んでみるとおもしろいと思います

よ♪「何か」が好き！な人の目を通して語られると、より一層すてきな

ものとして伝わってくる気がします。言葉を操る詩人であればなおさら

のこと。自分では説明できなかった良さや、気づいていなかったことに

くっきりと輪郭がついたり、どうして好きなのか、改めて考えるきっか

けをくれたりします。同じものを見ても１人１人感想が違うように、説

明する人によってどこが好きなのか、どう表現するのか、といった切り

取り方はそれぞれ。多面的に「何か」を見る手助けにもなります。好き

に理由はないけれど、なぜそれに惹かれるのか考えてみるとおもしろい

かもしれません。今年の夏休みは、昨年までとは全然違う過ごし方の人

が多かったと思います。そんな今、自分を元気にさせられる手段は多い

に越したことはありません。好きだな、と思えることがたくさんあると

ちょっと安心できると思います。みなさんの「好き」なこと・ものが１

つでも増えますように。
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